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第２回MI2I・JAIST合同シンポジウム
データ科学における予測と理解の両立を目指して
－複眼で見るー



MI2I ：Materials Research by Information Integration／

情報統合型物質・材料研究 ≠ マテリアルズ・インフォマティクス

（ 材料情報学 ）

データ
気づく

相関解析・関係

If then else 構造

『データを統合して物質・材料の理を解する』

＝

因果解析・推論

分かる

ツール（ソフトウエア）

手法（手順・介入）

エンジニアリングⅠ：
ものつくり上流フェーズ

エンジニアリングⅡ：
NGが許されないフェーズ
（安全性など）

前回資料



長尾真（2001）

科学技術にとって「わかる」ということは
どういうことか？

「一人称の分かる」では済まされない
社会的要請、時代背景、・・・



科学技術・学術政策研究所（ＮＩＳＴＥＰ）
第10回科学技術予測調査（2015年）



科学技術・学術政策研究所（ＮＩＳＴＥＰ）
第10回科学技術予測調査（2015年）

iPS細胞等によるバイオアッセイ系とスパコン

による薬物動態シミュレーション技術により、
テイラーメイド医薬品・化粧品等を開発する
手法

社会活動の数理的解析に基づく社会数理
モデルと社会活動データを用いた大規模シ
ミュレーションによって、政策の意志決定を
支援するシステム

第11回調査（2019年）



長尾真（2001）

科学技術にとって「わかる」ということは
どういうことか？

「一人称の分かる」から
「三人称の分かる」へ

誰もが分かるということはコミュニティ・
組織・社会が分かるということ

一般論ではなく、マテリアルズ・インフォ
マティクスおよびその周辺で



本日はありがとうございました

ＰＪは終了していますが、
来年も開催するかも・・・


